
計画区域（平泉町、一関市、奥州市）

飲食施設
栗駒国定公園

54 いわて平泉歴史文化観光地域計画 ～平和を目指した理想郷（浄土）の体感～

目標
・拠点施設来訪者数
2022年度 488千人→2028年度 614千人 （1.26倍）
・外国人来訪者数
2022年度 6千人→2028年度 136千人（22.6倍）
※ コロナ禍前（2018：86千人）との比較…1.6倍
※ 10年後（2033年度）には172千人（コロナ禍前2倍）
・計画地域への観光全体に係る来訪者の満足度
2024年度 55％ →2028年度 70％ （+15％）
・体験・周遊プログラムに係る参加者ＮＰＳ
2024年度 25 →2028年度 40 （+15）

背
景

計画作成・実施体制
協議会：いわて県南歴史・文化観光推進協議会
自治体：岩手県、平泉町、一関市、奥州市
中核文化観光拠点施設（設置者）：中尊寺（同）、毛越寺（同）、
平泉世界遺産ガイダンスセンター（岩手県）、平泉文化遺産センター（平
泉町）、骨寺村荘園交流館（一関市）、一関市博物館（一関市）

文化観光推進事業者：岩手県、世界遺産平泉・一関ＤＭＯ、平泉観光
協会、平泉商工会、一関市観光協会、一関商工会議所、奥州市観光物
産協会、奥州商工会議所、前沢商工会

計画期間
2024年度～2028年度（５年間）

地域文化観光推進事業
<1.文化資源の魅力の増進>
・中尊寺展示充実事業
・毛越寺宝物館リニューアル事業

<2.文化観光に関する利便の増進>
・レンタサイクル等周遊ルート整備事業

<3.飲食、販売、宿泊等との連携の促進>
・平和を目指した理想郷「浄土」周遊プログラム造成事業

<4.国内外への宣伝>
・「平泉（ひらいずみ遺産）」情報発信機能整理事業

<5.施設又は設備の整備>
・毛越寺来訪者受入環境整備事業

おくのほそ道の風景地 高館

道の駅ひらいずみ

販売施設

奥州市牛の博物館
(白鳥舘遺跡等の展示)

観自在王院跡
（世界遺産）

平泉世界遺産
ガイダンスセンター
(世界遺産・関連遺産の

総合的な展示)

<平泉町>

文化観光推進事業費（５年間の計画ベース）
285.4百万円（うち、文化観光推進事業補助金189.7百万円）

毛越寺
（世界遺産：毛越寺）

<平泉町>

一関市博物館
(骨寺村荘園遺跡等の展示、
一関の歴史等の展示)

<一関市>

中尊寺
（世界遺産：中尊寺）

<平泉町>

骨寺村荘園交流館
（骨寺村荘園遺跡等の展示）

<一関市>

無量光院跡
（世界遺産）

金鶏山
（世界遺産）

柳之御所遺跡
（史跡）

白鳥舘遺跡
（史跡）

長者ケ原廃寺跡
（史跡）

達谷窟
（史跡）

おくのほそ道の風景地 さくら山

厳美渓

接待館遺跡

道の駅厳美渓

飲食施設
販売施設

平泉文化遺産センター
(世界遺産・関連遺産の展示、

平泉の歴史等の展示)

<平泉町>

奥州エリア

平泉エリア

一関エリア

飲食施設
販売施設

宿泊施設

宿泊施設

宿泊施設

販売施設
宿泊施設
その他施設

主要な文化資源
（文化財等の種類）

飲食施設中核文化観光拠点施設
（主要な文化資源）

骨寺村荘園遺跡
（史跡・重要文化的景観）
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